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自動車分野での伸張をより確実に。
「クルマの軽量化技術展」で
当社の技術力、製品力をアピール!
日東精工中期経営計画「日東パワーアッププランFINAL」において、
重点課題のひとつが自動車分野の伸張です。そしてその実現のためのキーワードが「軽量化」。
1月18日から20日まで東京ビッグサイトで開催された「第7回クルマの軽量化技術展」に当社も出展しました。
今号のニュースレターでは同展示会と出展した製品を中心にご紹介していきます。

自動車分野、ファスナー
（工業用ねじ）の勢力分野が変わる!

　当社は精密ねじや極小ねじをはじめ、セルフタッ
ピンねじ（いわゆる雌ねじ・雌ねじ加工を必要とし
ないことから省力化、軽量化、コストダウンなどに
貢献）を強みとしており、既に家電やパソコン、ス
マホ、光学機器、住宅機器、医療機器など幅広い分
野で採用されています。もちろん自動車関連におい
ても、ヘッドライト、エアバッグ、シートベルト、カ
ーエアコン、ワイパー、センサー、シフトレバーな
どに当社ファスナー事業部の製品が多数採用されて
おり、また産機事業部でも自動組立機械（ねじ締め
機）が堅調です。こういった既存の取引先様を大切
にし、よりよい製品を提供
していくと同時に、いわゆ
る重要保安部品への新規採
用を目指しています。
　たとえばエンジンやミッ
ションなどエンジンまわり
は過酷な状況で高い安全性
を求められることから「セ
ルフタップ」での軸力が課
題でしたが、当社では「タ
ップタイト2000」に軸力安
定剤「フリックス009」を
組み合わせ２段構えで、安

全面でのハードルをクリアしています。実際、セル
フタッピンねじの重要保安部品への採用はすでにア
メリカやヨーロッパなど海外自動車メーカーでは実
現、実績を積み上げていますので、国際競争力とい
う観点からも、国内メーカーでの採用は必至である
と予測され、この採用が本格的に進めば当社の強み
がより発揮されることになります。

これまでとは違う製品＆
パネル展示で来場者への興味喚起。
名刺獲得数は過去最多
　さて今回の東京ビッグサイトで開催された「クル
マの軽量化技術展」では、いくつかの新しいチャレ
ンジをいたしました。そのひとつが各クライアント
様の協力を得て当社製品の自動車用途への採用実例
をコーナー展示したことです。メーカー名は公表し
ていませんが、左の写真のように ワイパーモータ
には「アルミタイト」、ドアラッチには「ギザタイ
ト」といったように実際の事例を全10種類展示。も
ちろん、これらも当社の採用実績の一部にすぎませ
んが、実用例をその場でまとめてご覧いただくこと
で、イメージを広げ各製品への理解度をより深めて
いただき、さらに当社日東精工の信頼度を高めてい
ただくことにつなげられました。
　また、紹介パネルも今回の展示会に合わせて一新。
従来は当社製品の特性をアピールするため、いかに
強いか、いかに軽いか、あるいはコストダウンなど
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に貢献するかなどを製品
別にラインナップしてい
たのですが、この製品カ
タログを拡大する手法を
一歩すすめ、アルミ、樹
脂、CFRPなど、この素
材にはこのねじがおすす
めといったように相手素
材別にしたことで、より
来場者（お客様）ニーズに合った展示となりました。

軽量化へのアプローチを
ステージアップさせる「タフアルム420」
　2016年12月20日に本格受注をはじめた「CFタイ
ト」も展示、これは自動車や航空宇宙業界での軽量
化に欠かせない炭素繊維強化プラスチックCFRP板
に対し、強度低下を抑え安定した締結を可能にした
もの、これまで不可能といわれていたCFRPへのセ
ルフタップを実現したものです。
　そして今回、高強度アルミ製ボルト「タフアルム
420」も初出展。これまでは「素材の強さ」「締結へ
の安定性」への不安からアルミ製の部位の締結にア
ルミ製ボルトが採用されてきませんでしたが、この

課題をクリアし、鋼の３分の１の軽さ、同質金属締
結での耐電食性、リサイクル性を向上させ、十分な
強度や軸力を確保したもので、今回、初めて参考出
展したものです。さらにもう１点、「鉄カラー＆イ
ンサートナット廃止ねじ」も出
展。従来のボルト締結に必要な
インサートナットや鉄カラーを
廃止し、新発想のセルフタップ
化を実現したもので、圧倒的な
軽量化と、クリープなどが発生
してもガタツキや脱落が起こら
ないものです。こういったファスナー製品または事
業部の期待の星を多数展示しました。
　そのほか「ねじロボSR566Yθ-Z」に新製品のNX
ドライバSD600Tを搭載しアルミ板にアルミ製タッ
ピンねじ（エスタルファZ）の締結を実演。あるい
はマイクロバブル洗浄装置「バブ・リモ」では有機
溶剤不使用で油分洗浄のデモンストレーションを行
い、ファスナー事業、産機事業、制御システム事業
の３つの事業部が連携を図りながら「締結分野のト
ータルソリューション」を展開しました。
　こういった新しい試みが、当社ブース訪問者数

（名刺交換者数）最高の成果となりました。

日東精工の台湾、現地法人「旭和螺絲工業」が
日本優良企業表彰を受賞しました

　2016年12月22日、台湾・高雄市『老新台菜』にお
いて「2016年度高雄市優良日本企業表彰式典」が開
催され、当社日東精工の現地法人「旭和螺絲工業股份
有限公司（SHI-HO SCREW INDUSTRIAL CO., LTD.）」
が表彰されました。この表彰は、長年に渡り高雄市の
経済発展に多大な貢献をし、もっとも重要な外資であ
る日系企業を讃えるため、高雄市が2010年に創設し
たものです。7回目となる2016年度は３社が選出され、
当日は表彰式典に続き懇親会も開催されました。
「旭和螺絲工業」は1969年に設立、自社で工業用フ
ァスナーを製造販売する一方、日本の日東精工製品を
販売する海外拠点であり、今後ますますグローバル化
を加速させていく当社海外戦略の一翼を担っています。

台湾に進出してから
約半世紀、日東精工
グループの活動が高
く評価されたことを
励みに今後も良い製
品づくり、ならびに
日本と台湾交流に貢
献できるように邁進
してまいります。

http://www.shiho.com.tw/

（右）高雄市の陳菊市長
（左）表彰される旭和螺絲工業の
総経理 村山育生（当時）
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当社人財教育は業界の垣根を超えて伝播
大垣書店で大型キャンペーン

NHK「ニュースチェック１１」で
受験生応援ねじが大きく紹介されました

　2016年12月から「大垣書店」（京都を中心に28店
舗の大型書店チェーン）で当社の人財教育を紹介す
る『人生の「ねじ」を巻く77の教え』（ポプラ社）
の販促キャンペーンを開催しています。年間数万点
が発行され、発売後すぐに店頭から消える書籍がほ
とんどであるにもかかわらず、発売後2年半以上経
過しても、同書が大々的に取り上げられるのは異例
中の異例のこと。
　きっかけは同書を読まれた欧州菓子の大手「ユー
ハイム」の河本武会長の「いい本に出逢えました」
という言葉であることは前号で紹介しましたが、発
行元、ポプラ社奥村傳会長のご尽力で大垣書店につ
なげていただきました。写真は大垣書店本店で大垣

　当社ゆるみ止めね
じ「ギザタイト」を合
格祈願用に特別加工
してプレゼントする
キャンペーン。昨年12
月1日のキャンペーン
初日にNHK「ニュースチェック11」で、スタジオ
の人気キャスター・桑子真帆さんのコメント入りで
紹介されたこともあり、この日だけで800件3000個
以上の応募がありました。また１月７日の読売新聞
夕刊では記事として大きく取り上げられるだけでな
く、1面の目次に写真紹介されるなどし、全国から
多数のご応募をいただいています。若手もベテラン
社員も一緒になってプレゼント商品の袋詰め作業に
大わらわですが、応募者皆様からの真剣な思いと後
の喜びの声が励みになっ
ており、当社では「受験生
応援ねじ」は冬の風物詩と
して定着しつつあります。

守弘社長（左）と当社
社長材木正己。また
右下の写真は大垣書
店四条店での大きなパネル2枚
を使っての店頭展開です。『人
生の「ねじ」を巻く77の教え』
と、やはり当社の人財教育など
を紹介した『驚きの地方創生

「京都・あやべスタイル」』（扶
桑社）を平積みにしてくださっ
ています。人づくりの大切さ、
次世代へつなげる思いは、業界
の枠を超えて伝播していきます。

お客様満足度120％を実現する
期待の新製品が目白押し
　2016年12月に2 つの新
製品をリリースしました。
　ひとつはファスナー事
業部の「CFタイト」で、 
セルフタッピングが難し
いとされていたCFRP板
に対し、強度低下を抑え安定した締結が可能なセル
フタッピンねじです。そしてもうひとつは産機事業
部の「NXドライバSD600T」で、こちらは高速・
高精度・高機能を追求したねじ締めドライバの新シ
リーズとなります。また今年になってからも1月13日
に「KATAX（カタックス）-CI」を新発売、これは
高強度材に対しセルフタッピングに必要なねじ先端
部位だけを高周波熱処理で硬化させるという新しい
技術を駆使したものです。当社の人財教育テキスト
に「今日花はいっぱい咲いている、しかも明日咲く
つぼみもいっぱいある」と記載していますが、常に
よりベターを心がけ、新しいものを提供し、お客様
満足度120％を目指してまいります。

※キャンペーンは旗艦店で
ある四条店や三条店などで
開催されており、すべての
店舗ではありません。

●3月1日に第4回最終受付開始予定です。詳しくはホームページをご覧ください。

NXドライバSD600T2017年1月7日読売新聞（夕刊）1面

3



新 ・ 人 生 の ね じ を 巻 く 教 え ㉖

発行：日東精工株式会社経営企画室 ☎0773-42-3739  http://www.nittoseiko.co.jp/
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。

「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

ス
タ
ー
ト
し
た
オ
バ
マ
政
権
も
、
新
た

に
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
変
わ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
も
周
囲
を
見
直
し
、
今
の
や
り

方
で
本
当
に
い
い
か
再
検
証
し
、
い
い

方
向
に
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ね じ の あ る 街・ あ や べ の 魅 力
コラム

今回は当社のキャラクターについて改めてご
紹介します。生みの親はもともと当社へイン
ドネシアから研修に来ていたプラスさん。ネ
ーミングを募集して女子大生の春田萌映さん
に「ねじ」と「にっとう」を組み合わせて

「ねじっとくん」と命名いただきました。着
ぐるみになって街のイベントに参加するなど
すでに人気者ですが、このたびLINEのスタ
ンプとなりました。ねじ、そして、ねじっと
くんをより身近なものに感じていただければ
と願っています。

LINEスタンプの購入（ダウンロード）の詳細は
ホームページをご参照ください。

日東精工のキャラクターが
千変万化の大活躍

このコラムは当社日東精工の
人財教育に約40年携わってい
ただいた経営コンサルタント
蒲田春樹氏が監修した言葉や
教えを経営企画室で再編集し
て紹介するものです。なお、
当社人財教育を一般向けにま
とめた『人生の「ねじ」を巻く
77の教え』（ポプラ社）も版を
重ね、また国内だけでなく海
外版も発行されています

2016年12月号の住所に誤りがありました。（誤）館→（正）舘 です。訂正してお詫び申し上げます。


